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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アブラナ科植物汁含有液体組成物であって、
前記アブラナ科植物がブロッコリー及びキャベツからなる群より選択される少なくとも１
種であり、ブロッコリー及びキャベツからなる群より選択される少なくとも１種由来のＳ
ＭＣＳ（Ｓ－メチルシステインスルフォキシド）を０．０１～１．０質量％含み、
さらにブラックカラント、ラズベリー、ブルーベリー、ビルベリー、レッドラズベリー、
ボイセンベリー、グレープ、ストロベリー、及びグレープフルーツからなる群より選択さ
れる少なくとも１種の果汁、並びに／あるいは、茶ポリフェノールを含む、組成物。
【請求項２】
アブラナ科植物汁含有液体組成物であって、
前記アブラナ科植物がブロッコリー及びキャベツからなる群より選択される少なくとも１
種であり、ブロッコリー及びキャベツからなる群より選択される少なくとも１種由来のＳ
ＭＣＳ（Ｓ－メチルシステインスルフォキシド）を０．０１～１．０質量％含み、
さらにブラックカラント、ラズベリー、ブルーベリー、ビルベリー、レッドラズベリー、
ボイセンベリー、グレープ、ストロベリー、及びグレープフルーツからなる群より選択さ
れる少なくとも１種の果汁を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
加熱殺菌された、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
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飲食品組成物である、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アブラナ科植物汁含有液体組成物等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、アブラナ科植物由来ＳＭＣＳ（Ｓ－メチルシステインスルフォキシド
）が、ヒト血清コレステロール値低下作用を有し得ることが示唆されており、アブラナ科
植物を含む野菜ジュース等が開示されている。
【０００３】
　ただ、アブラナ科植物に含まれるＳＭＣＳやグルコシノレートといった硫黄化合物は、
臭気物質のもととなる物質であり、食品としてアブラナ科植物を利用する場合には、硫黄
化合物から生じる臭気物質由来の臭いをマスキングすることが好ましい。特に、これらの
硫黄化合物は、アブラナ科植物に含まれる酵素によって臭気物質（例えばメタンチオール
、ジメチルジスルフィド、ジメチルトリスルフィド、アリルイソチオシアネート等）に変
換されるところ、アブラナ科植物を破砕やすり潰した場合には、酵素が活性化されて当該
臭気物質がより多く産生される。また、理由は不明であるが、これらの硫黄化合物を含む
アブラナ科植物（特にアブラナ科植物汁）を加熱処理した場合には、酵素反応とは異なる
反応を経て、臭気物質が生じ、さらに時間の経過とともにより強く生じる傾向がある。
【０００４】
　特にアブラナ科植物汁含有液体組成物を食品として用いるにあたっては、アブラナ科植
物汁を得るためにアブラナ科植物を破砕やすり潰す工程が必要である。通常、加工用原料
であれば、ブランチングと呼ばれる加熱工程により殺菌および酵素失活を行うことが一般
的であるため、酵素反応による影響は少ないと考えられるが、得られたアブラナ科植物汁
を製品へ配合し市場に流通させる前には、通常殺菌のため加熱処理を施す。この加熱処理
のために、アブラナ科植物汁含有液体組成物を食品として用いる場合には、臭気物質が多
く産生される傾向がある。従って、アブラナ科植物汁含有液体組成物について、出来る限
り臭気物質をマスキングすることが求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－６８９７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、アブラナ科植物汁含有液体組成物の臭気をマスキングする方法を提供するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、特定の果物果汁や特定の成分がアブラナ科植物汁含有液体組成物の臭気
をマスキングする可能性を見出し、さらに改良を重ねて本発明を完成させるに至った。
【０００８】
　本発明は例えば以下の項に記載の主題を包含する。
項１．
アブラナ科植物汁含有液体組成物であって、さらにブラックカラント、ラズベリー、ブル
ーベリー、ビルベリー、レッドラズベリー、ボイセンベリー、グレープ、ストロベリー、
及びグレープフルーツからなる群より選択される少なくとも１種の果汁、並びに／あるい
は、茶ポリフェノールを含む、組成物。
項２．
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アブラナ科植物が、ブロッコリー、キャベツ、及びケールからなる群より選択される少な
くとも１種である、項１に記載の組成物。
項３．
アブラナ科植物由来ＳＭＣＳ（Ｓ－メチルシステインスルフォキシド）を０．００１～１
．０質量％含む、項１又は２に記載の組成物。
項４．
加熱殺菌された、項１～３のいずれかに記載の組成物。
項５．
飲食品組成物である、項１～４のいずれかに記載の組成物。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係るアブラナ科植物汁含有液体組成物では、アブラナ科植物特有の臭み（硫黄
臭）がマスキングされており、香り及び味が良好である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の各実施形態について、さらに詳細に説明する。
【００１１】
　本発明に包含される液体組成物は、アブラナ科植物汁を含む。アブラナ科植物としては
、ブロッコリー、キャベツ、及びケール等が好ましく例示され、中でもブロッコリー及び
キャベツが好ましい。アブラナ科植物は１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。
【００１２】
　ブロッコリーは、アブラナ科アブラナ属の緑黄色野菜であり、学名はＢｒａｓｓｉｃａ
　ｏｌｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ｉｔａｌｉｃａで、和名はメハナヤサイ（芽花野菜、芽
花椰菜）、ミドリハナヤサイ（緑花野菜、緑花椰菜）とも言われる。本発明に用いるブロ
ッコリーの品種としては、例えば、おはよう、幸よし、ゆめもり、緑帝、緑嶺、緑笛、中
世２号、ＴＢＲ４３４、彩麟、緑麟、瑞麟、ファイター、トップギア、ピクセル、グリー
ンキャノン、ウィンタードーム、グランドーム、沢ゆたか、ハートランド、グリッセル、
グリーンダイヤ、ブリリアント、グリーンコーラル、オリビア、グリーンパラソル、フォ
レスト、シャスター、グリーンボイス、ハイツ、チャレンジャー、エンデバー、キャッス
ル、グリーンビューティ、メガドーム、グリーンコメット、グリーンフェイス、アンフリ
ー、シャレード、スリーメン、ビッグドーム、エルデ、マーシャル、スリーセブン、ブロ
ステム、スティッコリー、ベルネ、エルフ、グリーンベレーなどが挙げられる。本発明に
供する部位は、花蕾（花の蕾が集まったもの、頂花蕾および側花蕾を含む）および茎が好
ましい。
【００１３】
　キャベツは、アブラナ科アブラナ属の緑黄色野菜であり、学名はＢｒａｓｓｉｃａ　ｏ
ｌｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ｃａｐｉｔａｔａで、和名はカンラン（甘藍）、タマナ（玉
菜）とも言われる。本発明に用いるキャベツの品種としては、例えば、グリーンボール、
ちりめんキャベツ（縮緬キャベツ、サボイキャベツ）、アーリーボール、アーリータイム
、札幌大球、彩里、おきな、涼音、彩風、夢ごろも、北ひかり、冬王、湖月などが挙げら
れる。本発明に供する部位は、葉および茎が好ましい。
【００１４】
　ケールは、アブラナ科アブラナ属の緑黄色野菜であり、学名はＢｒａｓｓｉｃａ　ｏｌ
ｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ａｃｅｐｈａｌａで、和名はリョクヨウカンラン（緑葉甘藍）
、ハゴロモカンラン（羽衣甘藍）とも言われる。本発明に用いるケールの品種としては、
例えば、ジューシーグリーン、スウィートグリーン、サンバカーニバル、カーボロリーフ
グリーンなどが挙げられる。本発明に供する部位は、葉および茎が好ましい。
【００１５】
　アブラナ科植物汁は、アブラナ科植物由来の汁であり、搾汁や抽出汁、破砕汁、ピュー
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レ、これらの濾液等を好ましく例示できる。また、これらの濃縮液や、あるいはこれらを
一旦乾燥して固形状（例えば粉末状）にしたものを再度適当な溶媒（例えば水）で汁へと
戻したものも好ましく用いることができる。なかでも濃縮液が好ましい。
【００１６】
　アブラナ科植物汁含有液体組成物は、さらに特定の果物の汁（果汁）及び／又は茶ポリ
フェノールを含む。
【００１７】
　果物としては、ブラックカラント、ラズベリー、ブルーベリー、ビルベリー、レッドラ
ズベリー、ボイセンベリー、グレープ、ストロベリー、及びグレープフルーツが好ましく
挙げられる。
【００１８】
　ブラックカラントはスグリ科スグリ属の温帯性落葉低木果樹であり、学名はＲｉｂｅｓ
　ｎｉｇｒｕｍで、クロスグリ（黒酸塊）、クロフサスグリ、カシスとも言われている。
本発明に用いるブラックカラントの品種としては、例えば、マグナス、ベンルーア、ベン
アード、ベンエールダー、ベンローモンド、ベンセイレック、ベンコンナン、ティタニア
、ティセル、ボスクープジャイアント、ウエリントン、ブラックスミス、ブラックセプテ
ンバー、コンソート、クランダール、チャンピオンなどが挙げられる。本発明において、
ブラックカラントは、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、濾過、濃縮、一部
成分の除去／低減、デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添加、などの処理を
行って得られる搾汁加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態として用いることが
できる。
【００１９】
　ラズベリーはバラ科キイチゴ属の落葉低木果樹であり、フランボワーズ、覆盆子とも言
われている。果実の色によって、イエローラズベリー、ブラックラズベリー、レッドラズ
ベリーなどに分類される。ヨーロッパ原産のヨーロッパキイチゴ（学名：Ｒｕｂｕｓ　ｉ
ｄａｅｕｓ）、北米大陸原産のアメリカイチゴ（学名：Ｒｕｂｕｓ　ｓｔｒｉｇｏｓｕｓ
）、クロミキイチゴ（学名：Ｒｕｂｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）が代表的な原種で
あり、そのほか品種としては、レッドジュエル、ジョンスクエア、インディアンサマー、
サマーフェスティバル、サンタナ、マイラビット、マリージェーン、グレンアンプル、グ
レンプロセン、スタンザ、マリングデュライトレッド、グレンマヨ、グレンモイなどが挙
げられる。例えば、これらの品種を本発明に用いることができる。本発明において、ラズ
ベリーは、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、濾過、濃縮、一部成分の除去
／低減、デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添加、などの処理を行って得ら
れる搾汁加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態として用いることができる。。
【００２０】
　ブルーベリーはツツジ科スノキ属の落葉低木果樹であり、ヌマスノキ、アメリカスノキ
とも言われている。品種については、野生種としてビルベリー、ローブッシュブルーベリ
ー、栽培種としてハイブッシュブルーベリー、ラビットアイブルーベリーに大別され、ハ
イブッシュブルーベリーはさらにノーザンハイブッシュブルーベリー、サザンハイブッシ
ュブルーベリー、ハーフハイブッシュブルーベリーに分類され、ブルーレイ、レイトブル
ー、スパルタン、エリオット、エバーグリーン、カナディアン、ドライランド、ティフブ
ルー、ホームベルなどが挙げられる。例えば、これらの品種を本発明に用いることができ
る。本発明において、ブルーベリーは、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、
濾過、濃縮、一部成分の除去／低減、デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添
加、などの処理を行って得られる搾汁加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態と
して用いることができる。
【００２１】
　ボイセンベリーは、バラ科キイチゴ属の落葉低木果樹であり、ラズベリー、ブラックベ
リー、ローガンベリー、デューベリーの交雑種で、学名はＲｕｂｕｓ　ｕｒｓｉｎｕｓ　
×　ｉｄａｅｕｓで、ボイソンベリーとも言われる。本発明において、ボイセンベリーは
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、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、濾過、濃縮、一部成分の除去／低減、
デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添加、などの処理を行って得られる搾汁
加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態として用いることができる。
【００２２】
　グレープは、ブドウ科ブドウ属の落葉低木果樹であり、学名はＶｉｔｉｓ　ｓｐｐで、
葡萄（ぶどう）とも言われている。品種としては、コンコード、カベルネ・ソーヴィニヨ
ン、カベルネ・フラン、メルロー、ゴルビー、ベリーＡ、キャンベル、スチューベン、ア
ジロン、サンソー、安芸クイーン、デラウェア、オリエンタルスター、サニールージュ、
巨峰、甲州、秋鈴などが挙げられる。例えば、これらの品種を本発明に用いることができ
る。本発明において、グレープは、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、濾過
、濃縮、一部成分の除去／低減、デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添加、
などの処理を行って得られる搾汁加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態として
用いることができる。
【００２３】
　グレープフルーツは、ミカン科ミカン属の柑橘であり、学名はＣｉｔｒｕｓ　×　ｐａ
ｒａｄｉｓｉで、葡萄柚、西柚とも言われている。品種としては、マーシュ、ルビー、ス
タールビー、リオレッド、フレーム、ジャクソンフルーツ、オロブランコ、さがんルビー
などが挙げられる。例えば、これらの品種を本発明に用いることができる。本発明におい
て、グレープフルーツは、果肉を圧搾し得られる搾汁だけでなく、さらに、濾過、濃縮、
一部成分の除去／低減、デキストランやセルロース誘導体などの賦形剤の添加、などの処
理を行って得られる搾汁加工物（液状、固体形状等であり得る）等の形態として用いるこ
とができる。
【００２４】
　ストロベリーは、バラ科の多年草であり、オランダイチゴ属（Ｆｒａｇａｒｉａ）、キ
イチゴ属（Ｒｕｂｕｓ）、ヘビイチゴ属（Ｄｕｃｈｅｓｎｅａ）などが含まれ、苺（いち
ご）、覆盆子、草莓、蛇莓、懸鈎子とも言われている。品種としては、とちおとめ、さち
のか、さがほのか、とよのか、あまおう、ひのしずく、ゆめのか、さぬきひめ、ももいち
ご、こいのか、やよいひめ、さぬきひめ、ゆうべに、もういっこ、紅ほっぺ、ふさの香、
女峰、章姫、濃姫、越後姫、麗紅、淡雪、古都華、あすかルビー、アイベリー、スカイベ
リー、サマープリンセス、レッドパールなどが挙げられる。例えば、これらの品種を本発
明に用いることができる。本発明おいて、ストロベリーは、果肉を圧搾し得られる搾汁だ
けでなく、さらに、濾過、濃縮、一部成分の除去／低減、デキストランやセルロース誘導
体などの賦形剤の添加、などの処理を行って得られる搾汁加工物（液状、固体形状等であ
り得る）等の形態として用いることができる。
【００２５】
  レッドラズベリー、ボイセンベリー、及びグレープフルーツがなかでも好ましく、レッ
ドラズベリー及びボイセンベリーが特に好ましい。果物は、１種単独で又は２種以上を組
み合わせて用いることができる。
【００２６】
　果汁は、特に制限されず、例えばストレート果汁、濃縮果汁、混濁濃縮果汁等を用いる
ことができる。また、このような果汁は市販されており、市販品を購入して用いることが
できる。また、本発明において、搾汁及び搾汁加工物も、「果汁」に包含される。
【００２７】
　茶ポリフェノールは、主に緑茶から抽出して得られるポリフェノールであり、例えばエ
ピカテキン、エピガロカテキン、エピカテキンガレート、エピガロカテキンガレート、カ
テキン、ガロカテキン、カテキンガレート、ガロカテキンガレートなどが包含される。よ
り詳細には、例えばＣａｍｅｌｌｉａ属（Ｃ．ｓｉｎｅｎｓｉｓ、Ｃ．ａｓｓａｍｉｃａ
等）やそれらの雑種から得られる茶葉から製茶された茶葉から、適当な溶媒（水、エタノ
ール等）を用いて抽出して得られるポリフェノールである。例えばポリフェノール含有茶
抽出物を本発明の茶ポリフェノールとして好ましく用いることができる。このようなポリ
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フェノール含有茶抽出物は市販もされており、例えば高砂香料工業株式会社、太陽化学株
式会社等から購入して用いることもできる。
【００２８】
　また、アブラナ科植物汁含有液体組成物は、ＳＭＣＳ（Ｓ－メチルシステインスルフォ
キシド）を含む。ＳＭＣＳは、合成品を添加してもよいが、アブラナ科植物由来のものが
好ましい。ここで、当該組成物に対して、ＳＭＣＳは０．００１～１．０質量％含まれる
ことが好ましく、０．００１～０．５質量％含まれることがより好ましく、０．００５～
０．１質量％含まれることがさらに好ましく、０．０１～０．０５質量％含まれることが
よりさらに好ましい。
【００２９】
　アブラナ科植物汁含有液体組成物は加熱殺菌されたものであってもよい。
【００３０】
　アブラナ科植物汁含有液体組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、上記以外の他
の成分を含むこともできる。例えば、上記以外の野菜や果物（特にこれらの汁）を加えて
もよい。このような野菜及び果物としては、例えばセロリ、レタス、ほうれん草、小松菜
、パセリ、大根葉、にんじん、モロヘイヤ、ヨモギ、シソ、リンゴ、レモン等を挙げるこ
とができる。また、例えば、澱粉、乳糖、セルロース、デキストリン、糖アルコール、増
粘多糖類などの賦形剤；蔗糖、麦芽糖、ソルビトール、マンニトール、オリゴ糖などの甘
味成分；ビタミン、カルシウムなどの栄養補給剤等を添加することもできる。また、ｐＨ
調整剤（例えばビタミンＣやクエン酸など）や防腐剤等を用いることもできる。また、別
途調製したＳＭＣＳ（好ましくはアブラナ科植物由来ＳＭＣＳ）を加えてもよい。このよ
うな他成分は、１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３１】
　アブラナ科植物汁含有液体組成物は、特に制限はされないが、飲食品組成物（好ましく
は飲料組成物）として好適に用いることができる。特に飲料組成物として用いる場合、そ
れらを収容する容器の種類については、通常用いられているものを用いればよく、例えば
、瓶、缶、ペットボトル、カートカン、ブリックパック、紙パック、ビニール袋、パウチ
等が挙げられる。また、その容量についても特に限定されるものではなく、一般的には３
０～１０００ｍｌ程度のものが用いられる。当該飲食品組成物は、特に健康食品、機能性
食品、機能性表示食品、保健機能食品、特定保健用食品、病者用食品等として好適に用い
ることができる。ＳＭＣＳは血清コレステロールを低下させる作用を有しているため、当
該飲食品組成物は、コレステロールが高めの方や気になる方に特に好適である。
【００３２】
　なお、本明細書において「含む」とは、「本質的にからなる」と、「からなる」をも包
含する（The term "comprising" includes "consisting essentially of” and "consist
ing of."）。　　　
【実施例】
【００３３】
　以下、本発明をより具体的に説明するが、本発明は下記の例に限定されるものではない
。
【００３４】
アブラナ科植物汁含有液体組成物の調製及び香味の検討
　キャベツ及びブロッコリーの濃縮汁を用意し、これらに各種果汁又は茶ポリフェノール
を加えて混合した。さらにレモン果汁（クエン酸含有）を添加して、酸度及びｐＨを調製
し、９５℃にて加熱殺菌して被験組成物とした。加えた果汁については、表１に示す。ま
た、果汁は、ＤＫＳＨジャパン（株）、稲畑産業（株）、雄山（株）、三栄源エフ・エフ
・アイ（株）、又は日進通商（株）から購入し、茶ポリフェノールは高砂香料工業株式会
社から購入した。なお、各被験組成物には、ＳＭＣＳが０．０１５～０．０３質量％含ま
れるように調整した。
【００３５】
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　次に各被験組成物の香り及び味について、１人又は２人により１、２、３、４、又は５
の五段階評価（数値が大きいほど好ましい）で一次スクリーニングを行い、アブラナ科植
物特有の臭み（硫黄臭）がマスキングされ、比較的香り及び味が良好なものを選抜した。
そして、選抜された組成物の香り及び味について、３～５人で再度同じ基準で評価を行っ
た（二次スクリーニング）。評価結果を表１に併せて示す。なお、評価結果は、評価者が
複数人の場合には平均値で示す。
【００３６】
【表１】
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